
山
林
を
再
生
電
気
に
転
換

木
材
チ
ッ
プ
を
燃
や
す
な
ど
し
て
発
電
す
る
気
仙
沼
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
プ
ラ
ン
ト
「
気
仙
沼
リ
ア
ス
の
森
Ｂ
Ｐ
Ｐ

（
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
）
」
‖
気
仙
沼
市
港
町

試
運
転
中
の
熱
電
プ
ラ
ン
ト
を
「
一
日
も
早
く
本
格
運

転
に
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
高
橋
社
長

メ
モ

気
仙
沼
市
で
石
油

製
品
の
販
売
な
ど
を
手
掛
け

る
気
仙
沼
商
会
が
中
核
に
な

っ
て
２
０
１
２
年
２
月
に
設

立
。
地
元
金
融
機
関
、
三
菱

商
事
復
興
支
援
財
団
な
ど
が

出
資
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
は

年
３
月
末
に
完
成
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
総
務
省
「
緑
の

分
権
改
革
」
調
査
事
業
に
認

定
さ
れ
、
林
野
庁
「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
施
設
整
備
事
業
」

の
補
助
を
受
け
た
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

気
仙
沼
港
に
近
い
気
仙
沼

市
港
町
地
区
の
一
角
に
建
て

ら
れ
た
２
階
建
て
熱
電
プ
ラ

ン
ト
「
気
仙
沼
リ
ア
ス
の
森

Ｂ
Ｐ
Ｐ
（
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ

ー
プ
ラ
ン
ト
）
」
。
細
か
く

砕
か
れ
た
ス
ギ
の
チ
ッ
プ
が

燃
や
さ
れ
、
周
囲
に
は
薫
製

の
よ
う
な
香
り
が
漂
う
。

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
こ
の
町
で
は

今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し

て
い
る
。
地
域
の
山
林
か
ら

出
る
間
伐
材
を
燃
や
し
、
一

酸
化
炭
素
ガ
ス
で
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
回
し
て
電
気
と

熱
を
生
み
出
す
バ
イ
オ
マ
ス

パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
整
備

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
雇
用
の
創
出
、
そ
し
て

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
す
取
り
組
み
だ
。

「
山
林
に
植
林
し
、
全
て

伐
採
す
る
ま
で
の
周
期
を
３

０
０
年
に
変
え
よ
う
と
取
り

組
む
人
た
ち
に
共
感
す
る
」。

気
仙
沼
市
か
ら
事
業
の
委
託

を
受
け
た
気
仙
沼
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
株
式
会
社
の
高

橋
正
樹
社
長
（

）
は
、
山

林
の
持
続
可
能
性
が
持
つ
豊

か
さ
を
語
る
。

き
っ
か
け
は
復
興
支
援
で

気
仙
沼
市
に
派
遣
さ
れ
た
財

務
省
職
員
か
ら
の
「
被
災
地

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
」

と
い
う
提
案
だ
っ
た
。

燃
料
販
売
会
社
を
経
営
す

る
高
橋
社
長
は
震
災
の
津
波

で
タ
ン
ク
が
流
さ
れ
、
被
災

者
の
た
め
の
燃
料
確
保
に
苦

労
し
た
経
験
を
持
つ
。
会
社

は
先
代
ま
で
製
材
業
も
営
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
震
災

後
、
気
仙
沼
市
の
復
興
計
画

策
定
に
も
携
わ
っ
て
い
た
高

橋
社
長
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
と
林
業
の
復
活
で

地
域
を
再
生
す
る
事
業
を
手

掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
問
題
は
山
積
し

て
い
た
。
木
材
価
格
の
低
迷

な
ど
で
間
伐
さ
れ
ず
に
荒
れ

た
山
が
多
い
上
、
間
伐
を
担

う
人
材
も
払
底
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
気
仙
沼
周
辺
地
域

の
山
林
か
ら
得
ら
れ
る
量
の

木
材
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
れ
る
小
規
模
の
発
電
プ
ラ

ン
ト
は
、
成
功
例
が
国
内
に

な
か
っ
た
。

高
橋
社
長
は
、
こ
う
し
た

問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
。
個

人
林
業
家
と
し
て
の
成
功
例

を
高
知
県
か
ら
招
い
て
勉
強

会
を
開
き
、
間
伐
が
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
一
方
、
こ

れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
発
電
時
の
余
熱
も
活
用

す
る
仕
組
み
を
海
外
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
先
進
国
に
学

び
、
プ
ラ
ン
ト
も
先
進
地
の

ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄
せ
た
。

動
き
だ
し
た
プ
ラ
ン
ト
で

作
る
電
気
は
１
㌔
㍗
当
た
り

円
で
東
北
電
力
に
販
売

し
、
余
熱
は
市
内
の
ホ
テ
ル

に
供
給
。
間
伐
材
は
１
㌧
当

た
り
市
場
価
格
の
２
倍
の
６

０
０
０
円
で
林
業
者
か
ら
買

い
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
３
０
０
０
円
は
地
域
通
貨

の「
リ
ネ
リ
ア
」で
支
払
い
、

経
済
効
果
を
地
域
に
還
元
さ

せ
て
い
る
。

高
橋
社
長
は
「
災
害
に
強

く
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
体
制
の
モ
デ
ル
事

業
に
育
て
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

（
宮
城
県
情
報
政
策
課
主
事

・
関
俊
輔
）
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モ
デ
ル
発
信
に
期
待

新
し
い
方
法
、
新
し
い
技

術
の
導
入
に
果
敢
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
は
困
難

で
す
。
私
も
「
創
造
的
な
復

興
」
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

従
来
の
や
り
方
、
方
法
に
と

ら
わ
れ
ず
、
「
水
産
業
復
興

特
区
」
や
「
仙
台
空
港
の
民

営
化
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
先
例
が

な
い
も
の
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
が
な
い
も
の
は
そ
の
実
現

に
多
く
の
苦
労
が
伴
う
も
の

で
す
。

今
回
、
県
の
若
手
職
員
が

取
材
に
お
伺
い
し
た
の
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
栽
培
管

理
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々

で
す
。成
果
が
出
る
ま
で
に
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
ぜ
ひ
全
国
の
モ
デ
ル
と

な
る
成
功
例
を
こ
の
宮
城
か

ら
生
み
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
復
興
と
創
造
｜
み
や
ぎ
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

は
本
年
度
内
に
６
回
の
掲
載
を
予
定
し
、
３
月
ま
で
原
則
と
し

て
第
１
日
曜
日
の
河
北
新
報
に
掲
載
し
ま
す
。
次
回
は
「
ス
マ

ー
ト
技
術
と
未
来
都
市
」
の
対
談
編
を
取
り
上
げ
ま
す
。
企
画

は
河
北
新
報
社
企
画
事
業
部
、
協
力
は
宮
城
県
。

工藤詩織技師

関 俊輔主事

３
東日本大震災からの復興の過程で、情報通信

技術（ＩＣＴ）や再生可能エネルギーを使って

産業や地域を高度化する動きが宮城県の企業に

出てきた。シリーズ「復興と創造」の第３回は

「スマート技術と未来都市」をテーマに、新し

い技術の導入に挑む企業を取り上げる。津波で

被災した農地を再生させ、ＩＣＴで農業生産を

進化させようとする名取市の耕谷アグリサービ

ス。甚大な被害を負った気仙沼市で、放置され

てきた山の資源に着目して電気と熱エネルギー

を起こす気仙沼地域エネルギー開発。２社の取

り組みを宮城県の若手職員が取材した。

農
業
デ
ー
タ
化
し
て
継
承

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
な
が
ら
、
大
豆
の
収
穫
作
業
に
取
り
組

む
耕
谷
ア
グ
リ
の
従
業
員
‖
名
取
市
下
増
田
耕
谷

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
で
経
験
と
勘
に
頼
っ
て
い
た
農
業
が
変
わ

っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
言
う
大
友
代
表

メ
モ

名
取
市
下
増
田
耕

谷
地
区
の
集
団
転
作
組
合
を

発
展
的
に
解
消
し
、
２
０
０

３
年
１
月
に
４
人
の
担
い
手

で
設
立
。
コ
メ
、
麦
、
大
豆

を
栽
培
す
る
土
地
利
用
型
の

農
業
を
基
本
に
、
園
芸
、
切

り
餅
加
工
・
販
売
な
ど
も
手

掛
け
る
。
耕
谷
地
区
の
農
地

約

％
を
集
約
し
、
営
農
面

積
１
３
０
㌶
。
従
業
員
は

人
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
名
取
市
下
増
田
耕
谷

地
区
の
耕
作
地
域
。
黄
金
色

に
丸
々
と
実
っ
た
大
豆
が
コ

ン
バ
イ
ン
で
収
穫
さ
れ
て
い

く
。
コ
ン
バ
イ
ン
の
傍
ら
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
手

に
、
効
率
的
な
収
穫
作
業
を

見
守
る
作
業
員
の
姿
が
あ
っ

た
。「

将
来
的
に
は
ト
ラ
ク
タ

ー
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
（
人
工
衛

星
を
利
用
し
た
位
置
情
報
サ

ー
ビ
ス
）
を
搭
載
し
、
無
人

で
動
か
す
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
。
こ
う
語
る
の

は
農
業
生
産
法
人
で
有
限
会

社
の
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

（
名
取
市
）
の
大
友
清
康
代

表
取
締
役

。
同
社
は
復

興
庁
と
農
水
省
か
ら
「
食
料

生
産
地
域
再
生
の
た
め
の
先

端
技
術
展
開
事
業
」
の
補
助

を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
た
農
機
具
や
機
器
を
導

入
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
搭
載
ト

ラ
ク
タ
ー
管
理
の
他
に
も
、

雨
量
や
光
量
な
ど
気
象
デ
ー

タ
を
測
定
す
る
機
器
や
各
従

業
員
が
毎
日
の
作
業
時
間
や

作
業
内
容
を
入
力
す
る
シ
ス

テ
ム
を
２
年
前
に
導
入
し

た
。
こ
れ
ら
に
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
で
、
気
象
と
収
量
・

品
質
の
関
係
性
や
作
業
時
間

増
減
の
原
因
な
ど
を
詳
細
に

分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。「

作
業
の
『
見
え
る
化
』

に
よ
っ
て
従
業
員
同
士
で
デ

ー
タ
を
共
有
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
作
業
指
示
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
」
と
、
大
友
代

表
は
振
り
返
る
。

農
業
は
圃
場
状
態
や
気

象
、
作
業
員
の
経
験
や
技
術

に
よ
っ
て
大
き
く
収
量
や
効

率
が
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、

作
業
方
法
に
つ
い
て
も
従
事

者
の
勘
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
若
手
へ
の
技
術
の
伝

承
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
は
っ
き
り

と
数
値
化
、
可
視
化
さ
れ
る

た
め
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
向
上
し
た
。

現
在
、
農
業
は
担
い
手
不

足
と
い
う
大
き
な
問
題
に
直

面
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
経
験
不
足
の
若
者
に

ベ
テ
ラ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
る
際
に
も
役
立
つ
。
大
友

代
表
は
「
こ
れ
か
ら
の
農
業

は
農
家
出
身
者
で
な
く
て

も
、
意
欲
が
あ
れ
ば
十
分
や

っ
て
い
け
る
」
と
語
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
普
及
が
担
い
手
不
足

の
解
決
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
自
信
を
深
め
る
。

同
社
は
農
地
を
所
有
し
て

お
ら
ず
、
所
有
者
か
ら
委
託

さ
れ
た
土
地
の
み
で
営
農
活

動
を
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

大
友
代
表
は
安
定
的
な
農
地

の
観
点
か
ら
も
、
農
地
を
所

有
す
る
地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を

取
り
合
っ
て
自
然
と
緑
を
守

っ
て
い
き
た
い
。
や
は
り
人

と
人
の
つ
な
が
り
が
、
農
業

に
は
大
事
だ
と
思
う
」
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
最
先
端

技
術
と
、
古
き
良
き
地
域
か

ら
の
理
解
。
大
友
代
表
は
二

つ
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
、

次
世
代
農
業
発
展
の
方
向
性

を
探
っ
て
い
る
。

（
宮
城
県
農
産
園
芸
環
境
課

技
師
・
工
藤
詩
織
）
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